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お
子
さ
ま
の
ご
入
学
、
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会

に
巣
立
つ
ま
で
あ
と
一
息
と
、
深

い
喜
び
を
も
っ
て
こ
の
日
の
入
学

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

追
手
門
学
院
は
、
大
阪
で
生
ま

れ
て
大
阪
で
育
っ
た
総
合
学
園

で
、
小
学
校
は
１
３
０
年
に
近
い

悠
久
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
り
ま
す

が
、
大
学
そ
の
も
の
は
創
立
48
年

目
を
迎
え
た
ば
か
り
の
、
中
堅
の

大
学
で
す
。

本
学
は
「
独
立
自
彊
・
社
会
有

為
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
る

よ
う
に
、
人
材
の
育
成
こ
そ
大
学

の
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
揺
る
ぎ
な
い
自
立
心
を

も
っ
て
意
欲
的
に
社
会
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、

本
学
で
は
社
会
性
を
つ
ち
か
い
、

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
、

様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
有
効
に
活
か
す

た
め
に
も
、
学
生
時
代
に
、
精
神

的
な
自
立
を
心
が
け
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
可
愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」

と
い
う
諺
を
、
最
近
は
と
ん
と
耳

に
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
親
御
さ

ん
か
ら
の
自
立
で
す
。
見
知
ら
ぬ

旅
先
で
、
見
知
ら
ぬ
人
々
と
交
わ

る
こ
と
の
苦
労
を
と
お
し
て
た
く

ま
し
く
成
長
す
る
道
理
を
説
い
た

も
の
で
す
。
突
き
放
す
に
は
勇
気

が
い
り
ま
す
が
、
親
子
の
情
愛
は

そ
れ
で
薄
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

大
阪
の
闊
達
な
気
風
と
活
力
、

そ
し
て
揺
る
ぎ
な
い
自
立
心
を

も
っ
て
貪
欲
に
知
識
を
吸
収
し
自

分
を
磨
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ

す
れ
ば
、
必
ず
や
、
お
子
さ
ま
の

人
生
に
大
輪
の
花
が
咲
く
も
の
と

信
じ
ま
す
。

学
長　

坂
井　

東
洋
男

可
愛
い
子
に
こ
そ

旅
を
さ
せ
た
い

満
開
の
桜
、
澄
み
渡
っ
た
青
空
の

下
、
２
０
１
４
年
度
学
部
並
び
に
大

学
院
入
学
式
が
大
学
体
育
館
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で

入
場
し
て
く
る
新
入
生
の
姿
に
は

初
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
40
分
よ
り
セ
レ
モ
ニ
ー

が
開
催
さ
れ
、
吹
奏
楽
団
の
演
奏
・

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
演
技
で
新

入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。
午
前
10
時

に
開
式
、
国
歌
斉
唱
に
は
じ
ま
り
、

川
原
理
事
長
、
坂
井
学
長
か
ら
の
式

辞
に
続
き
、
５
学
部
８
学
科
入
学
生

総
数
１
６
１
２
名
、
大
学
院
４
研
究

科
入
学
生
総
数
32
名
（
う
ち
博
士
後

期
課
程
２
名
）
を
代
表
し
て
、
社
会

学
部
社
会
学
科
の
入
学
生
が
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、来
賓
紹
介
、

役
職
者
紹
介
、
次
に
、
渡
辺
教
育
後

援
会
会
長
か
ら
筆
記
具
が
、
林
田
校

友
会
会
長
か
ら
文
庫
本「
青
が
散
る
」

（
本
学
卒
業
生
・
宮
本
輝
氏
著
作
）が
、

荒
木
卒
業
生
保
護
者
の
会
副
会
長
か

ら
ク
リ
ア
ブ
ッ
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ
新

入
生
代
表
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

は
追
手
門
学
院
歌
斉
唱
で
締
め
く
く

ら
れ
、
滞
り
な
く
式
は
終
了
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
村
上
副
学
長
の
講
話

が
あ
り
新
入
生
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

2014 年度

入 学 式 挙 行
2014 年４月１日（火）　本学体育館
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このたびは、お子様の追手門学院
大学へのご入学誠におめでとうござ
います。
また同時に保護者の皆様を追手門
学院大学教育後援会の新会員として
お迎えすることを大変嬉しく思います。
さて、教育後援会は、その前身で
あります「大学 PTA」として大学が
創設された 1966 年に発足し、現在ま
でその活動を通して、大学と保護者
との強い連帯感を生みだしております。
本会は、大学の教育方針に則り、
学生の福祉の増進、教育環境の向上
及び会員の親睦を図ることを目的と
して、教育活動・課外活動・就職活
動への援助、大学諸施設設備への協
力、奨学金の給付などを行っていま
す。また保護者の皆様に対しまして
は、新入生保護者のためのオリエン
テーション、就職講演会、見学・懇
親会の開催など幅広いさまざまな活
動への積極的な参加を呼びかけてお
ります。
2016 年に追手門学院大学は、創立
50 周年を迎え、さらなる教育・研究
活動の充実、教育環境の整備に向け
てすでに始動しております。本会も
大学との連携をより深め、大学の一
層の発展に向けて邁進していく所存
でございます。また、お子様が充実
した学生生活を送れるようこれから
もしっかりと取り組んでまいりたい
と思いますので、皆様方の深いご理
解とあたたかいご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

学
位
授
与
式
並
び
に
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

■４月
・入学式・新会員歓迎会
・新会員対象お茶席「桜の縁」
　開催
�・�保護者のためのキャンパスガイ
ド発行
・教育後援会第96号会報発行
・教育後援会給付奨学金交付式

■５月
・保護者のための講演会
・おうてもん塾第１期スタート

■６月
・総会
・�新入生保護者のためのオリエン
テーション
・保護者のための就職講演会

■９月
・�春学期末学位授与式・卒業記念
パーティー
・教育後援会給付奨学金交付式

■10月
・おうてもん塾第２期スタート

■11月
・見学・懇親会

■12月
・教育後援会会報第97号発行

■２月
・保護者のための就職講演会

■３月
・学位授与式・卒業記念パーティー

これらの行事につきましては、開催前のご
案内状にて、詳細をご確認ください。

2014年度
教育後援会行事予定

卒業生へのメッセージ

教育後援会相談窓口のご案内

学長室学事課
・電　話　072－641－7749
・ＦＡＸ　072－643－5742
・ホームページ
	 http://www.ogu-kyoikukoen.com

追手門学院大学教育後援会
会長　渡辺	睦翁

皆さま、ご卒業誠におめでとうございます。
長い学生生活に別れを告げ、晴れて社会人とし
ての第一歩を踏み出されることとなりました。
学業はもとより、課外活動、学校行事を通し
て友人や先生方との交流を図り、素晴らしい学
生生活を過ごされ多くのことを学ばれたことで
しょう。
これからはそうした様々な経験を糧として、
伝統ある追手門学院大学の卒業生であることに
誇りを持ち、社会が必要とする人材、社会で活
躍する人材として、日々成長していかれること
を願っております。
また、保護者の皆さま方には長年にわたり、
教育後援会の活動に対しましてご理解、ご協力
を賜りましたこと改めて厚く御礼申し上げます。

華やかな桜の花が澄みわたる青空に桜雲
を広げた麗らかな佳き日に、お子様のご入
学をお祝いするとともに、保護者の皆様と
お会いできるご縁を記念して、花見お茶席
「桜の縁（さくらのえん）」を開催いたしま
した。
教育後援会新会員歓迎会終了後、保護者
の皆様に満開の桜を愛でながらお抹茶とお
菓子をご賞味いただき、桜の取り持つ縁を
お楽しみいただきました。
この行事では、大学を支援する二つの後
援団体である「教育後援会（在学生保護者
の団体）」と、「卒業生保護者の会（卒業生
保護者の団体）」が力を合わせ、新たに追
手門ファミリーとなられた新入生保護者の
皆様をおもてなしさせていただきました。

2014 年４月１日（火）入学式終了後、午
前 11 時 20 分から６号館の各教室において
新入生の保護者を対象とした「教育後援会
新会員歓迎会」を開催しました。約 1,000
名の方にご参加いただきました。歓迎会は、
渡辺教育後援会会長、坂井学長の挨拶のあ
と、辰本学生部長から学生生活に関する講
話が行われ、保護者の方は熱心に耳を傾け
ておられました。つづいて、片岡教育後援
会副会長より教育後援会の活動について映
像をもとに詳細な説明が行われ、教育後援
会の活動に対する理解と支援をお願いされ
ました。

ス
ー
ツ
姿
の
男
子
学
生
、
艶
や

か
な
振
袖
・
袴
姿
の
女
子
学
生
で

会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
る
中
、
学
生
生
活
最
後
の
思
い

出
を
飾
る
学
部
学
位
授
与
式
並
び

に
大
学
院
学
位
授
与
式
が
３
月
24

日
（
月
）
午
前
10
時
よ
り
、
多
数

の
来
賓
の
列
席
の
も
と
本
学
体
育

館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

学
部
卒
業
生
１
２
７
２
名
、
大
学

院
修
了
生
33
名
（
う
ち
博
士
後
期

課
程
１

名
）
の

学
生
達

が
社
会

人
と
し

て
新
し

い
世
界

へ
と
一
歩
足
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

学
位
授
与
式
終
了
後
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
て
卒
業

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
で
は
吹
奏
楽
団
の
演
奏

や
、
佐
山
千
尋
さ
ん
の
津
軽
三
味

線
に
よ
る
祝
賀
演
奏
に
よ
り
学
生

達
の
門
出
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
友
人
や
恩
師
と
晴
れ
や

か
な
笑
顔
で
語
り
合
い
記
念
写
真

を
撮
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
、
会

場
は
社
会

へ
飛
び
立

つ
歓
喜
の

声
に
満
ち

溢
れ
て
い

ま
し
た
。

教
育
後
援
会

会
長
　
渡	
辺
　
睦	

翁

新
会
員
の
皆
さ
ま
へ

　教育後援会活動に委員としてご協力いただける方がおられましたら、左
記の「相談窓口のご案内」にございます学長室学事課へご連絡くださいま
すようお願い申し上げます。
　また、１年生の保護者の方は、同封の「教育後援会委員就任のお願い」
裏面の「教育後援会委員就任承諾書」に必要事項をご記入いただき、FAX
にてご連絡いただきますようお願い申し上げます。

桜の縁 新会員歓迎会

追手門学院大学の誇る日本文化研修施設
「松籟庵」（松下幸之助様ご寄贈）

「将軍山会館」（学院の歴史館である交友会館）
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このたびは、お子様の追手門学院
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また同時に保護者の皆様を追手門
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お迎えすることを大変嬉しく思います。
さて、教育後援会は、その前身で
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でその活動を通して、大学と保護者
との強い連帯感を生みだしております。
本会は、大学の教育方針に則り、
学生の福祉の増進、教育環境の向上
及び会員の親睦を図ることを目的と
して、教育活動・課外活動・就職活
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力、奨学金の給付などを行っていま
す。また保護者の皆様に対しまして
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テーション、就職講演会、見学・懇
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した学生生活を送れるようこれから
もしっかりと取り組んでまいりたい
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学
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授
与
式
並
び
に
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
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追手門学院大学教育後援会
会長　渡辺	睦翁

皆さま、ご卒業誠におめでとうございます。
長い学生生活に別れを告げ、晴れて社会人とし
ての第一歩を踏み出されることとなりました。
学業はもとより、課外活動、学校行事を通し
て友人や先生方との交流を図り、素晴らしい学
生生活を過ごされ多くのことを学ばれたことで
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華やかな桜の花が澄みわたる青空に桜雲
を広げた麗らかな佳き日に、お子様のご入
学をお祝いするとともに、保護者の皆様と
お会いできるご縁を記念して、花見お茶席
「桜の縁（さくらのえん）」を開催いたしま
した。
教育後援会新会員歓迎会終了後、保護者
の皆様に満開の桜を愛でながらお抹茶とお
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2014 年４月１日（火）入学式終了後、午
前 11 時 20 分から６号館の各教室において
新入生の保護者を対象とした「教育後援会
新会員歓迎会」を開催しました。約 1,000
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と、辰本学生部長から学生生活に関する講
話が行われ、保護者の方は熱心に耳を傾け
ておられました。つづいて、片岡教育後援
会副会長より教育後援会の活動について映
像をもとに詳細な説明が行われ、教育後援
会の活動に対する理解と支援をお願いされ
ました。

ス
ー
ツ
姿
の
男
子
学
生
、
艶
や

か
な
振
袖
・
袴
姿
の
女
子
学
生
で

会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
る
中
、
学
生
生
活
最
後
の
思
い

出
を
飾
る
学
部
学
位
授
与
式
並
び

に
大
学
院
学
位
授
与
式
が
３
月
24

日
（
月
）
午
前
10
時
よ
り
、
多
数

の
来
賓
の
列
席
の
も
と
本
学
体
育

館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

学
部
卒
業
生
１
２
７
２
名
、
大
学

院
修
了
生
33
名
（
う
ち
博
士
後
期

課
程
１

名
）
の

学
生
達

が
社
会

人
と
し

て
新
し

い
世
界

へ
と
一
歩
足
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

学
位
授
与
式
終
了
後
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
に
て
卒
業

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
で
は
吹
奏
楽
団
の
演
奏

や
、
佐
山
千
尋
さ
ん
の
津
軽
三
味

線
に
よ
る
祝
賀
演
奏
に
よ
り
学
生

達
の
門
出
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
友
人
や
恩
師
と
晴
れ
や

か
な
笑
顔
で
語
り
合
い
記
念
写
真

を
撮
る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

ら
れ
、
会

場
は
社
会

へ
飛
び
立

つ
歓
喜
の

声
に
満
ち

溢
れ
て
い

ま
し
た
。

教
育
後
援
会

会
長
　
渡	

辺
　
睦	

翁

新
会
員
の
皆
さ
ま
へ

　教育後援会活動に委員としてご協力いただける方がおられましたら、左
記の「相談窓口のご案内」にございます学長室学事課へご連絡くださいま
すようお願い申し上げます。
　また、１年生の保護者の方は、同封の「教育後援会委員就任のお願い」
裏面の「教育後援会委員就任承諾書」に必要事項をご記入いただき、FAX
にてご連絡いただきますようお願い申し上げます。

桜の縁 新会員歓迎会

追手門学院大学の誇る日本文化研修施設
「松籟庵」（松下幸之助様ご寄贈）

「将軍山会館」（学院の歴史館である交友会館）
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日
ご
ろ
よ
り
就
職
支
援
に
ご
理

解
・
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
２
月
に

は
、
教
育
後
援
会
の
み
な
さ
ま
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、「
保
護
者
の
た

め
の
就
職
講
演
会
」
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
３
０
０

名
を
超
え
る
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
の
就
職
状
況
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
も
あ
り
、
企
業

か
ら
大
学
に
い
た
だ
い
た
求
人
票
も

２
０
４
９
社
で
、昨
年
と
比
較
し
６
・

３
％
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
卒
の
求
人
倍
率
も
株
式
会
社
リ
ク

ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
前
年
の
１
・
２
７
倍
か
ら

１
・
２
８
倍
へ
と
わ
ず
か
で
す
が
上

昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
求
人
倍
率
は

２
年
連
続
し
て
上
昇
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
が
出
た
と
は
い
え
、
採
用
側
の

買
い
手
市
場
が
続
い
て
い
る
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特

に
、
金
融
業
界
は
求
人
倍
率
が
０
・

１
８
倍
で
、
就
職
活
動
が
最
も
厳
し

い
業
界
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
厳
し
い
中
で
の
就
職

活
動
で
し
た
が
、
就
職
活
動
者
数
を

分
母
と
し
た
就
職
内
定
率
は

９
８
・
３
％
で
昨
年
を
１
・
１
ポ
イ
ン

ト
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
昨
年
度
の
全
国
就
職
内
定

率
平
均
が
９
３
・
９
％
で
し
た
の
で
、

本
年
度
も
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま

す
。
最
後
ま
で
、
あ
き
ら
め
ず
に
が

ん
ば
り
抜
い
た
学
生
の
み
な
さ
ん
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
大
阪

本
社
の
優
良
企
業
を
受
け
た
男
子
学

生
さ
ん
の
話
で
す
。
昨
年
２
月
の
学

内
企
業
説
明
会
が
縁
で
エ
ン
ト
リ
ー

し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
筆
記
選

考
で
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

企
業
様
に
は
５
月
の
学
内
企
業
説
明

会
に
再
び
お
越
し
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
そ
の
際
に
彼
は
ブ
ー
ス
を
訪

ね
、「
筆
記
選
考
で
落
ち
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
採
用
担
当
の
方
に
お
礼
を
言
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞
か
れ
た
採
用

担
当
の
方
は
「
え
っ
、落
ち
た
の
に
、

わ
ざ
わ
ざ
挨
拶
に
来
た
の
」
と
、
と

て
も
び
っ
く
り
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

企
業
説
明
会
を
平
気
で
ド
タ
キ
ャ
ン

す
る
、
内
定
を
出
し
て
も
お
礼
ひ
と

つ
言
わ
な
い
学
生
が
い
る
中
で
、
と

て
も
新
鮮
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

結
果
、
男
子
学
生
は
「
も
う
一
度
、

本
社
に
来
て
よ
」
と
声
を
か
け
て
も

ら
い
、
筆
記
選
考
は
飛
ば
し
て
面
接

か
ら
進
む
こ
と
に
な
り
、
め
で
た
く

内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
事
例
か
ら
、
就
職
活
動
は

あ
き
ら
め
ず
に
、
社
会
的
マ
ナ
ー
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

就
職
の
内
定
時
期
に
つ
き
ま
し
て

は
、通
年
化
傾
向
に
変
わ
り
は
な
く
、

夏
ま
で
に
内
定
を
獲
得
さ
れ
る
学
生

さ
ん
が
半
分
、
秋
か
ら
卒
業
に
か
け

て
内
定
を
獲
得
さ
れ
る
学
生
さ
ん
が

半
分
と
い
う
の
が
、
こ
こ
数
年
続
い

て
い
る
傾
向
で
す
。
お
子
さ
ま
に
早

く
内
定
を
獲
得
し
て
欲
し
い
と
い
う

保
護
者
の
み
な
さ
ま
の
お
気
持
ち
は

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
生

の
み
な
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
「
親

か
ら
言
わ
れ
た
く
な
い
言
葉
」
は
、

①
「
早
く
決
め
て
や
」

②
「�

周
り
の
学
生
は
も
う
決
ま
っ
て

る
や
ろ
」

③�

内
定
も
ら
っ
た
の
に
「
な
に
そ
の

会
社
」

の
３
つ
で
す
。
保
護
者
の
み
な
さ

ま
に
は
、
お
子
さ
ま
に
あ
ま
り
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
ず
、
い
い
応
援

団
で
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の

が
学
生
さ
ん
、
私
た
ち
の
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
年
生
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
年
間
通
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
学
内
企
業
説
明
会
も
３
年
生
の

２
月
を
皮
切
り
に
計
４
回
実
施
、
ま

た
、
通
常
は
学
外
で
実
施
さ
れ
る
個

別
企
業
の
選
考
会
を
学
内
で
ほ
ぼ
毎

月
実
施
す
る
な
ど
、
多
く
の
支
援
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
求
人

企
業
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
就
職
活
動
が
う

ま
く
い
か
な
い
と
い
っ
た
相
談
に
も

親
身
に
な
っ
て
乗
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
に
ぜ
ひ
気
軽

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
伝

え
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
、
就
職
支

援
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
前
就
職
セ
ン
タ
ー
部
長　

筑
本　

豊
和
）

2013年度就職状況について

は
じ
め
に

就
職
支
援
に
つ
い
て

印
象
に
残
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

内
定
に
つ
い
て

２
０
１
３
年
度
の
就
職
状
況
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2014年度就職支援行事

３　

年　

次

４　

年　

次

A  就職ガイダンス
面接、企業・業界研究、マナーなど、就職
活動を行う上でポイントになる事柄につい
て具体的な事例に沿ってガイダンスを開催。

B  女子学生対象ガイダンス
女子学生を取り巻く雇用環境を理解し学ぶ、
女子学生に特化した支援プログラムを開催。

G  マナー＆就活基礎力セミナー
社会人として必要なマナーやコミュニ
ケーション力、表現力、伝達力の育成
を図る。

H  リフレッシュセミナー
セミナーを通じて学生自身が課題の洗
い出しを行い、解決策を図る。

F  アドバンスセミナー
就職ガイダンスの内容を発展させた、
より実践的なセミナーを行う。

C  履歴書・自己 PR 作成セミナー
少人数による履歴書や自己 PRの
書き方セミナーを行う。

D  業界研究セミナー
製造、情報、商社、小売、金融など各
業界の方を学内に招いて業界研究セミ
ナーを開催。

E  就職模擬テスト
模擬試験を受けることにより自分の弱
みを確認し、策を講じ、準備に役立てる。

I  就職試験対策講座（面接対策編）
少人数による集団面接。練習を体験し
て本番に備える。

K  学内企業説明会（合同・単独）
企業の採用担当者を多数招いての会社
概要の説明や採用情報の提供。

J  就職試験対策講座（筆記試験対策編）
一般常識試験、SPI 対策とした国語、
数学、時事問題などの頻出分野を中心
に開講。

４月 A  第１回就職ガイダンス ４月

H  リフレッシュセミナー①

５月
H  リフレッシュセミナー②
H  リフレッシュセミナー③
K  学内合同企業説明会①

６月
保護者のための就職講演会・
相談会	 	６月７日（土）

H  リフレッシュセミナー④
K  単独企業説明会（随時）
K  学内合同企業説明会②

就職センターでは進路や就職に関
する相談を随時行っています。

 学生就活アドバイザー
 就職個人相談

９月
K  学内合同企業説明会③

８月 J  筆記試験対策講座

７月
C  履歴書・自己 PR 作成セミナー②
B  女子学生対象ガイダンス①

５月
E  就職模擬テスト①　A  第２回就職ガイダンス
E  就職模擬テスト②

９月
A  第５回就職ガイダンス　 E  就職模擬テスト③
F  アドバンスセミナー選考会

10月
A  第６回就職ガイダンス　 F  アドバンスセミナー①
C  履歴書・自己 PR 作成セミナー③　 F  アドバンスセミナー②
E  就職模擬テスト③解説会

１月
G  マナー＆就活基礎力セミナー③
F  アドバンスセミナー⑤
G  マナー＆就活基礎力セミナー④

12月
E  就職模擬テスト④　　 F  アドバンスセミナー④
G  マナー＆就活基礎力セミナー①
D  業界研究セミナー①　G  マナー＆就活基礎力セミナー②

６月

保護者のための就職講演会・相談会　６月７日（土）
C  履歴書・自己 PR 作成セミナー① A  第３回就職ガイダンス
E  就職模擬テスト②解説会　A  第４回就職ガイダンス

 登録面談開始

11月
A  第７回就職ガイダンス　 F  アドバンスセミナー③
B  女子学生対象ガイダンス②
I  面接対策講座（～ 12 月初旬）

２月

保護者のための就職講演会・相談会　２月21日（土）
A  第８回就職ガイダンス
D  業界研究セミナー②（７日間）
F  アドバンスセミナー⑥

注）行事日程は、就職状況や気象警報等により変更する場合があります。なお、具体的な内容等につきましては、後日改めて UNIVERSAL PASSPORT に掲載いたします。



追手門学院大学教育後援会会報 第96号（6）2014年４月30日発行

http://www.ogu-kyoikukoen.com

2013年度

就職活動体験記

就
職
活
動
を
意
識
し
だ
し
た
の

が
、
３
年
生
の
春
で
し
た
。
積
極
的

な
活
動
を
行
う
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
就
職
活
動
を
意
識

す
る
の
は
他
の
学
生
よ
り
少
し
早

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ゼ
ミ
の

先
輩
の
指
導
を
元
に
業
界
研
究
や
模

擬
面
接
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
作
成
等
を
行

い
、
就
職
活
動
の
備
え
を
し
て
い
き

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企

業
セ
ミ
ナ
ー
に
は
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
し
た
が
、
話
を
聞
い
た
ら
ど

の
企
業
様
も
や
は
り
強
み
や
良
い
と

こ
ろ
を
話
す
企
業
様
が
多
く
、
全
て

興
味
が
わ
い
て
し
ま
い
、
本
当
に
自

分
が
し
た
い
こ
と
と
い
う
の
が
わ
か

ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
軸
を
も
っ
て
就

職
活
動
し
て
い
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
最
初
は
途
方
に
く
れ
て
い
ま
し

た
が
、
毎
日
企
業
様
に
足
を
運
ぶ
こ

と
で
、
就
職
活
動
の
軸
が
定
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
私
自
信
が
定
め
た
軸

は
、
自
分
が
働
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

が
つ
く
、
食
に
携
わ
る
、
人
を
見
て

く
れ
る
、こ
の
３
つ
を
重
点
に
お
き
、

私
は
、
就
職
活
動
で
か
な
り
苦
戦

し
ま
し
た
。
な
の
で
、
後
輩
に
偉
そ

う
に
言
え
る
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
同
じ
失
敗
を
し
て
ほ
し
く
な
い

こ
と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
私
が
ど
の
よ
う
な
失
敗
を
し
た
か

伝
え
る
こ
と
で
、
後
輩
の
皆
さ
ん
の

就
職
活
動
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら

成
功
と
言
え
る
就
職
活
動
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
就
職
活
動
を
通
し
て
反
省

し
た
点
が
大
き
く
２
点
あ
り
ま
す
。

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

食
に
携
わ
る
こ
と
や
働
い
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
が
つ
く
か
は
業
界
研

究
や
会
社
説
明
会
で
、
働
い
て
い

る
人
の
話
を
伺
う
こ
と
に
よ
っ
て

確
認
で
き
た
の
で
す
が
、
人
を
見

て
く
れ
る
会
社
か
ど
う
か
の
判
断

は
、「
人
物
重
視
で
す
」
と
い
う
会

社
で
は
な
く
、
手
書
き
指
定
の
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
Ｅ
Ｓ
）
で
採

用
募
集
が
あ
る
と
こ
ろ
の
み
に
絞

り
、
選
考
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
Ｅ
Ｓ
を
書
く
際
に
、
工
夫

を
し
す
ぎ
て
、
正
直
派
手
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
と
迷
っ
た
と
き
も

あ
り
ま
し
た
が
、
就
職
セ
ン
タ
ー

に
一
度
見
て
も
ら
っ
た
と
き
に「
個

性
が
本
当
に
出
て
い
る
、
僕
が
採

用
担
当
者
な
ら
君
に
会
っ
て
み
た

い
」
と
き
っ
と
感
じ
る
と
称
賛
し

て
頂
け
た
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
に
関

し
て
は
本
当
に
自
己
流
で
自
信
を

持
っ
て
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
枚
１
枚
し
っ
か
り
と
書
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
手
書
き
の
Ｅ
Ｓ
は

ま
ず
は
、「
就
職
活
動
」
と
い
う

形
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
、
自
分
を
追

い
込
ん
で
、
面
接
の
時
に
自
分
を

出
せ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
も
っ
と
、
サ
ー
ク

ル
活
動
や
羽
を
伸
ば
し
て
友
達
と

遊
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
う
ま
く
ス
ト

レ
ス
を
発
散
し
、
気
持
ち
を
楽
に

落
ち
着
い
て
就
職
活
動
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

表
情
が
活
き
活
き
し
て
、
必
ず
良

い
方
向
に
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。

次
に
反
省
し
た
点
は
、
面
接
は

一
度
も
落
ち
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
し
て
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
就

職
活
動
は
、
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー

１
７
１
社
、
実
際
に
足
を
運
ん
だ

企
業
38
社
の
う
ち
内
々
定
を
３
社

頂
き
ま
し
た
。
私
が
設
定
し
た
就

職
活
動
の
軸
に
全
て
当
て
は
ま
っ

た
加
藤
産
業
株
式
会
社
様
に
納
得

内
定
を
４
月
に
頂
き
、
私
の
就
職

活
動
は
終
わ
り
ま
し
た
。
就
職
活

動
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
い
ち
ば

ん
の
反
省
点
は
体
調
管
理
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
三
つ
の
企

業
様
の
選
考
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
辞
退
し
た
の
で
、
体
調
管
理
の

重
要
さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。
良

か
っ
た
点
は
、
縁
が
な
か
っ
た
時

の
切
り
替
え
の
速
さ
や
、
自
己
Ｐ

Ｒ
に
対
す
る
修
正
、
改
善
が
う
ま

く
で
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
、
答
え
が
な
く
、
選

考
を
受
け
て
縁
が
な
い
確
率
の
方

が
多
い
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
を

し
た
か
ら
内
定
を
頂
け
る
と
い
う

も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
と

同
様
に
、
会
社
に
行
く
ま
で
や
家

に
帰
る
ま
で
、
待
合
室
で
待
っ
て

い
る
間
、
社
員
の
方
と
の
何
気
な

い
会
話
な
ど
、
気
持
ち
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ

に
し
て
い
る
時
も
大
切
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
後
は
、

私
は
面
接
が
終
わ
っ
て
も
、
駅
の

改
札
を
通
る
ま
で
は
ネ
ク
タ
イ
を

緩
め
な
い
な
ど
気
を
付
け
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
面
接
は
家
を
出
て

か
ら
家
に
帰
る
ま
で
が
大
切
で
あ

る
こ
と
、
そ
れ
以
外
は
遊
ん
で
ス

保
証
が
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
就
職
活
動

は
私
に
と
っ
て
成
長
の
場
で
し
た
。

本
当
に
良
い
経
験
と
な
り
、
友
達

が
た
く
さ
ん
増
え
、
人
脈
が
広
が
っ

た
こ
と
も
就
職
活
動
で
得
た
大
き

な
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
就
職
活

動
を
始
め
る
後
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
な
ら
、
落
ち
る
こ
と
に
慣

れ
て
、
自
分
を
い
ち
ば
ん
表
現
で

き
る
自
己
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
を
見
つ
け

る
こ
と
が
内
定
に
近
づ
く
鍵
だ
と

思
い
ま
す
。
内
定
が
頂
け
る
時
期

な
ん
て
、
人
に
よ
っ
て
選
考
業
界

や
軸
が
違
う
し
、
就
職
活
動
を
始

め
る
時
期
も
違
う
の
だ
か
ら
、
早

い
、
遅
い
は
関
係
な
い
と
思
う
の

で
、
い
く
ら
時
間
を
か
け
て
も
納

得
で
き
る
会
社
か
ら
一
つ
内
定
を

頂
け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
是
非
長
く
働
き
た
い

と
思
え
る
会
社
に
出
会
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

（
就
職
先
・
加
藤
産
業
株
式
会
社
）

ト
レ
ス
を
発
散
す
る
な
ど
、
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
際
、
私
は
、
当
初
は
な
か
な

か
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
う
ま
く

出
来
ず
、
第
一
希
望
の
最
終
面
接

で
落
ち
、
本
当
に
苦
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
以
上
の
よ
う
な
こ
と

に
気
を
付
け
て
、
よ
り
よ
い
就
職

活
動
を
し
て
下
さ
い
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
就
職
先
・
ア
ル
イ
ン
コ
株
式
会
社
）

経営学部
マーケティング学科
髙村夕可里さん

経営学部
マーケティング学科
奥田　祐希さん
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学習支援室は、すべての学生が授業の予習・復
習、中学・高校の学び直し、履修相談、学習や大
学生活などに関する相談、パソコンの利用、学生
ピアサポーター企画のイベントへの参加などさま

ざまな目的で気軽に利用できる場所です。授業の予習・復習や就職試験に必要な基礎学力の養成につ
いては、スタッフの元高校英語教員などがサポートします。

また、研修を受けた学生ピアサポーターが「学生の学生による学生のためのサポート活動」をして
います。

相談内容に応じて、適切なアドバイスをしてくれる学部の先生や職員などを紹介することもできま
す。学生の皆さんが安心して立ち寄れる、大学にある居間、それが“間 MA”、学習支援室です。

学習支援室は中央棟地下１階にあり、授業期間の平日午前 10 時から午後５時まで開室しています。

開室時間 ■オープンタイム
10：00 ～ 17：00　授業期間（平日）
誰でも自由に学習支援室を利用することができる
時間帯です。

■サポートタイム
11：10 ～ 17：00　授業期間（平日）
学生ピアサポーター、教員が在室している時間帯です。

本 学 に は“Otemon Study Support Network”
（通称 OSNet）という、公務員・企業への就職試
験対策、教員採用試験対策、資格取得、大学院

進学のための学習を応援する追手門独自の学習システムがあります。TOEIC BridgeＲ 講座、数的分野
対策 SPI セミナー、就職に役立つ文章講座、教職アタックセミナーなどを、本学教員を講師として、
中央棟地下１階の共同演習室等で、授業期間の平日に実施しています。詳細な時間割は
UNIVERSAL PASSPORT、チラシなどでお知らせします。

Otemon	Study	Support	Network
（通称OSNet）とは？

　追手門学院大学では、教員を志す在学生や
卒業生を支援するため「教職支援センター」
が 2013 年５月に設立されました。教職をめ
ざす本学学生に、ぜひセンターのご利用をお
すすめください。

■支援内容

・個人相談受付
・個別学習プランの作成
・教員採用試験対策セミナー、講座、学習会等の開催
・教職インターシップや学校ボランティアの紹介
・教員採用試験に関わる情報提供
・卒業生教員等の交流・連携

■利用案内

・センター利用時間および問い合わせ時間
　月～金　10：00～ 18：00
　（図書・資料の閲覧ができます）
・個人相談受付時間
　月・火・金　10：30～ 17：00
・連絡先　TEL：072－ 641－ 9187	（ダイヤルイン）
	 Ｅ -mail：kyoshi@offi		ce.otemon.ac.jp

教職支援センター

学習支援室“間MA”とは？

セミナー室

エレ
ベーター

エレ
ベーター

トイレ

学習
支援室
“間MA”

中央棟 B１

教職支援
センター

教育開発
センター

入口

場所
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オ
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エ
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テ
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ョ
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3
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４
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年

オ
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エ
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テ
ー
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ョ
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編
入
学
生

オ
リ
エ
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テ
ー
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オ
リ
エ
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ョ
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教
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オ
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エ
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１
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新
入
生
オ
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エ
ン
テ
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ョ
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新
入
生
オ
リ
エ
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テ
ー
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ョ
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大
学
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オ
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エ
ン
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ョ
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4
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学
生
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オ
リ
エ
ン
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ー
シ
ョ
ン

4
／
４
㈮

学
友
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
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ョ
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春
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始

４
／
29
㈫

授
業
実
施
日
（
昭
和
の
日
）

５
／
６
㈫

授
業
実
施
日
（
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日
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学
院
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春
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８
／
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夏
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休
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春
学
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末
学
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式
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の
日
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業
実
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日
（
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の
日
）
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授
業
実
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日
（
体
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の
日
）
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学
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備
（
午
後
）

11
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㈰
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４
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大
学
祭
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大
学
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づ
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日
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休
日
）

12
／
23
㈫

２
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冬
期
休
業

1
／
19
㈪

秋
学
期
授
業
終
了

1
／
20
㈫

補
講
①

1
／
21
㈬

補
講
②

1
／
22
㈭

２
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㈫

秋
学
期
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験

3
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18
㈬

学
位
授
与
式

3
／
19
㈭

3
／
29
㈰

春
期
休
業

２
０
１
４
年
度　

学
年
暦

保
護
者
の
た
め
の

講 

演 

会

教
育
後
援
会
で
は
、
家
庭
と
大
学

と
の
連
絡
を
図
る
事
業
の
一
つ
と
し

て
、「
保
護
者
の
た
め
の
講
演
会
」

を
学
生
相
談
室
と
協
力
し
て
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
は
、
神

戸
女
学
院
大
学
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ル
ー
ム
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
安
住

伸
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
大

学
生
の
学
生
生
活
サ
イ
ク
ル
と
心
理

的
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た

た
だ
き
ま
す
。
毎
年
参
加
者
の
皆
様

に
大
変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
企

画
で
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
同
封

の
案
内
状
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
14
日
（
土
）

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所　

大
学
５
号
館
３
階

	
	

５
３
０
１
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

教
室

◆
演
題　

	

大
学
生
の
学
生
生
活
サ
イ

ク
ル
と
心
理
的
課
題
に
つ

い
て

	

―	

子
育
て
と
子
離
れ
の
間

を
つ
な
ぐ
も
の
―

◆
講
師　

安
住　

伸
子　

先
生　

	

（
神
戸
女
学
院
大
学

	

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

	

専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

※�

申
込
不
要
（
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
）

※�

講
演
会
終
了
後
、
ご
希
望
の
方
に

は
学
生
相
談
室
に
て
ス
タ
ッ
フ
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

追手門学院大学附属図書館　宮本輝ミュージアム
2014年度前期企画展「小説から映画へⅡ」開催

１．日 程：2014 年４月１日（火）～
 2014 年９月 30 日（火）
２．会 場：宮本輝ミュージアム
 （追手門学院大学附属図書館内）
３．入 場 料：無料（一般公開）
４．内 容： 「幻の光」、「優駿」をはじめ、映画化された宮

本輝作品をとりあげ、映画のポスターやパン
フレットを展示することによって、宮本文学
の魅力を視覚化した展示をおこないます。

開 館 時 間：９時 20 分～ 19 時 50 分（土曜日は 17 時まで）
休 館 日：日曜・祝日・５月 29 日（木）・６月 30 日（月）
  夏期休業期間（８月３日～９月 14 日）は開館日、時

間が異なります。
  開館時間の変更、休館日につきましては、図書館ホー

ムページでご確認ください。
 http://www.oullib.otemon.ac.jp/

お問い合わせ先　072－ 641－ 9638（図書館）

ユニバーシティアイデンティティ（UI）策定について
　本学ではこのたび、大学のアイデンティティ（UI）を
策定しました。学生一人ひとりと向き合い、成長のきっ
かけを与え、彼らの「想像もしなかった自分史」を追大
で演出する。今後、本学の広報物には、そんな想いを込
めたスローガン、キャッチコピーが掲載されます。
・UI スローガン	 想像もしなかった自分史がはじまる
・キャッチコピー	 自分史上、想像以上！

「恋するフォーチュンクッキー
追手門学院大学Ver．」　　　完成！

「学生、教職員が一緒になっ
て踊り、一体感を味わい、大学
を盛り上げたい！」そんな思い
から、AKB48 の曲に合わせて
踊る「恋するフォーチュンクッ
キー　追手門学院大学 Ver．」
を制作しました。
延べ 500名の学生、教職員が
参加した元気いっぱいの作品をぜひご覧ください！

http://www.youtube.com/watch?ｖ=XfMMi1ZCmGY
※上記URLを直接入力か、「恋するフォーチュンクッキー　追手門学院大学」で検索ください。


